
・春季リーグ戦、いざ開幕！ 

 ～主将・副将の意気込み～ 

・冬季合宿 

・地域と関大野球部 

 ～お役に立てる幸せ～ 

・チームスローガン決定！ 

 「氣」～悔いなき我が道を～ 

 
 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

節 月 日 曜日 時間 対戦相手 球場 

1 ４ 

７ 土 １０：３０ 

同志社大学 わかさスタジアム京都 ８ 日 １３：００ 

９ 月 ３回戦 

3 ４ 

２１ 土 １０：３０ 

立命館大学 皇子山球場 ２２ 日 １３：００ 

２３ 月 ３回戦 

4 ４ 

２８ 土 １３：００ 

近畿大学 南港中央野球場 ２９ 日 １０：３０ 

３０ 月 ３回戦 

6 ５ 

１１ 金 １３：００ 

京都大学 南港中央野球場 １２ 土 １０：３０ 

１５ 火 ３回戦 

7 ５ 

１８ 金 １３：００ 

関西学院大学 阪神甲子園球場 １９ 土 １３：００ 

２０ 日 ３回戦 

 

 いよいよ春季リーグ戦が開幕します！昨秋、神宮大会に出場しましたが、創価大学に１回戦で敗れ、 

新チームではこの悔しさを胸に日々練習を重ねました。自分たちの成長をこの春、結果で示したいと思います！ 

出場した神宮大会はいずれも初戦敗退。幾度となく悔しい思いをしました。全国の舞

台でまず１勝！その積み重ねで目標である「全国制覇」を成し遂げたいです。チーム全

員で勝つという「氣」を同調させ、塊の力で春のリーグ戦制覇に向けて戦っていきま

す。関大野球部に新たな歴史を刻む年にしますので、応援よろしくお願いいたします。 

http://srd.yahoo.co.jp/IMG/r=166/ig=640x480/id=3bd0183c14be5bdc/l=rx/da=s/tid=MMSI04_01/bzi=0/fst=0/q=%E9%87%8E%E7%90%83%E3%83%9C%E3%83%BC%E3%83%AB %E7%B4%A0%E6%9D%90/SIG=124c44b00/EXP=1266937977/*-http:/icon-free.com/material/picture23/l_02.gif


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

１月３１日～２月２日までの３日間、関西大学高槻キャンパス内の高岳館にて冬季合宿を行いました！ 

今年も、野球人としてだけでなくこの先社会人になっていく者として、野球以外の学びを重視した３日間を過ごしまし

た。 

初日は、小田コーチから日本学生野球憲章について解説していただき、選手たちに学生野球の在り方を考えてもらい

ました。学生野球とは、まず学生であることを自覚し野球を通じてフェアプレイの精神を学ぶことを理念とするもので

す。私たち関大野球部はチーム一丸となって、日々鍛錬した

心・技・体をもって、正々堂々と勝負していきます！                                                                                                                      

 

つい先日まで、平昌オリンピックが開催されていましたが、今

から５４年前には東京でオリンピックが行われました。その際、

東京招致に尽力した関西大学ＯＢ大島鎌吉さんのＤＶＤを観賞

しました。 

大島鎌吉さんは、オリンピックは「平和の祭典」であるという、

オリンピックの精神を訴えた方です。『勝負において、ライバル

は敵ではない。勝てば相手を敬い、負ければ次こそは自分が勝つ

のだと努力を重ねる。そして、スポーツを通して切磋琢磨するラ

イバルとのスポーツ友情こそが「平和」を生むのだ。』と大島さ

んは述べられました。世界のライバルと競い合うオリンピック

こそ、世界規模で友情を結べる「平和の祭典」であるという大島

さんの理念は、現代の学生野球にも通じるところがあると思い

ました！ 

 

 

 

                                                                

 

日本学生野球憲章前文（抜粋） 

「学生たることの自覚を基礎とし、学生たる

ことを忘れてはわれらの学生野球は成り立ち

得ない。勤勉と規律とはつねにわれらと共に

あり、怠惰と放縦とに対しては不断に警戒さ

れなければならない。元来野球はスポーツと

してそれ自身意昧と価値とを持つであろう。

しかし学生野球としてはそれに止まらず試合

を通じてフェアの精神を体得する事、幸運に

も驕らず悲運にも屈せぬ明朗強靭な情意を涵

養する事、いかなる艱難をも凌ぎうる強靭な

身体を鍛練する事、これこそ実にわれらの野

球を導く理念でなければならない」 

関西大学ＯＢ。三段跳びの選手として 1932年ロサンゼル 

スオリンピックで銅メダルを獲得。1964年東京オリンピ 

ック選手強化対策副本部長に就任し 16個の金メダル獲得 

に貢献。「東京オリンピックをつくった男」と呼ばれる。 

 

本部ちぃう 

 

ここ４年で３度の神宮大会出場を果たしましたが、すべて初戦敗退。全

国では勝てないというイメージがつき、とても悔しい思いをしています。

これを払拭するため、自分たちが先頭に立って常勝軍団を作り上げ、全国

制覇を果たしますので、応援よろしくお願いいたします。 

２年連続で神宮大会に出場できているものの全国での１勝がまだ味わえて

いません。今年、神宮を経験した者が多く残っていることを活かし、まずリ

ーグ戦を制し、大学選手権大会で１勝を挙げ、それを足がかりに全国制覇を

成し遂げます！ 

個性を持った選手が多い学年なので、高橋主将をサポートし、全国で勝て

るチーム作りをしていきたいと思います！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬季合宿では、関大野球部ＯＢや大阪府警の方々など、多くの方

に講演をしていただきました。社会人として求められている資質、

近年増加する学生犯罪の特徴など、内容の濃いお話を沢山聞くこと

ができ、野球だけでなく社会を知ることが出来ました。今後、社会

に求められる資質にも磨きをかけ、大いに成長していきたいと思い

ます！ 

 

 

１２月１０日に関西大学主催の地域貢献活動の一環としてまちＦＵＮ  

まつりが開催されました。野球部では打撃教室を開き、多くの子供たち 

に打撃体験をしてもらいました。また、別会場では忍者学校も開催され 

選手たちは忍者となって子供たちとふれあいました。元気で無邪気な子 

供たちの笑顔は、選手たちに大きな達成感と、幸福を与えてくれました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月２１日には、豊津中学校区の小中学生を対象に、体験入部を行いました！ 

守備練習、打撃練習を行った後、実戦形式で試合を行うと、子供たちは必死に 

白球を追いかけ、食らいついていました。 

その姿に、野球を始めた頃の自分を重ね、忘れかけていた初心を思い出すこ 

とができました。自分たちの原点はプレーを楽しむこと、その中で自分の理想 

を追求していきたいと思いました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月１８日、野球部の２年生が大清掃に参加しました。 

昨年までは淀川で行われていた大清掃ですが、これまでの清掃が実を結んだ結 

果、今年から大和川に場所が移されました。 

昨年夏に川が氾濫した際に流れ着いたゴミがかなりありましたが、野球部や 

他のクラブと協力して清掃を進めた結果、合計１００袋以上のゴミを集めるこ 

とができました。川は清掃前とは見違える景色になり、魚たちも喜んでくれて 

いるようでした。野球部の部訓の１つに＜清掃の精神を重んじること＞とあり 

ますが、清掃を通じて、心を清め、見えにくいところまで綺麗にすることで裏 

表のない人格を形成するというこの精神は、この先も大切にしていきたいです。 

 

 

～お役に立てる幸せ～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は３年間、関大野球部で野球をやっている中で、ＯＢ・ＯＧの方々、保護者、フ

ァンの方々など多くの人達の支えの大きさに気づきました。何よりも２５名のメンバ

ーに入ることができず、手伝いや相手チームのデータ分析など率先して各立場での貢

献に徹してくださった４年生の力が大きいと思います。４年生になると、就職活動が

始まり、野球を続けながら就職活動を行う者、プレーからは離れプレー以外でチーム

に貢献する者の二つに分かれます。それぞれが選んだ道に対して胸を張って、悔いが

なかったと思えるよう１年間全力で取り組んでいきたいという思いから、このスロー

ガンを提案しました。 

  

 ４年生になると就職活動が始まるため、野球に専念する道、就職活動と野球を並行する道、プレーからは離れるも

のの、チームのサポートに回る道などそれぞれ進む道が分かれます。しかし、私たち関大野球部の最終目標は「全国

制覇」であり、部員全員が目標に向かって進むことに変わりはありません。それぞれ目標への道順は違えども、たど

り着く場所は同じであり、悔いなき我が道を進んでいればゴールでみんなと再会できる。このように、このスローガ

ンに込められた想いが私たちの一歩一歩を力強く支えてくれています。 

そして、このスローガンに含まれた「氣」の文字は、野球部で取り組んでいる気功に由来し、気合い・気持ち・気

配り・勇気など、様々な「氣」の意味合いを一文字に込めたものです。すべての「氣」が結集してこそ、強い結束を

持った組織が完成されるのだと思います。 

一昨年、昨年と２年連続で全国での勝利を阻まれていますが、今年こそ全国で１勝、そして全国制覇を成し遂げら

れるよう、己の心技体に磨きをかけていきます！ 

２０１８年関大野球部チームスローガンが決定しました！昨年は、「心」～やったらんかい～というスローガンの下

１年間を戦い、「心」を１つに秋季リーグ戦の完全優勝を果たしました。今年は、「氣」～悔いなき我が道を～という

スローガンの下、「氣」の同調で春季リーグ戦制覇そして、全国制覇に挑戦します！ 

そこで今回、このスローガンを提案してくれた多田桐吾選手（人間４・明徳義塾）に、スローガンに込めた想いを

聞きました。 

橋本 凌太 

（政策２・大谷）  

今回の奪取×Dash 第３１号はいかがでしたか？冬の寒さが和らぎ、ようや

く春らしい気候となってきました。 

現在、野球部は主将・高橋を筆頭に、４月７日に開幕する春季リーグ戦に向

け全国での勝利を掴み取るべく日々練習に励んでいます。また、新入生も加わ

り、更に競争が激しさを増す中、気合十分な選手と共にスタッフ・マネージャ

ーも気合いを入れて戦って参りたいと思いますので、たくさんの熱いご声援を

よろしくお願いいたします。 


